
日本の歴史上にスキーが現れるのは、江戸時代後期の 1808年

に間宮林蔵が樺太探索した際の報告書、『北蝦夷図説』(1855)

にスキーに似た雪具をつけた人の図が描かれているのが日本

初のスキーの記述と考えられています。 

（参考：http://skis-hijikata.o.oo7.jp/ss_i/rekishi.htm ） 

 

 平
成 

 

年
度
「
れ
き
し
る
」
企
画
展 

ス
キ
ー
用
具
の 

あ
ゆ
み
展 

平成 29年 

12月 23日（土）～ 

平成 30年1月 14日（日） 

津幡ふるさと歴史館「れきしる」 
石川県河北郡津幡町字清水リ 1 番地 1 

076-288-2101 

開館時間 

9：00～17：00（入館 16：30 まで） 

観覧料 

100 円（常設展もご覧いただけます） 

29 

 

協賛：津幡町スキー協会 

津幡フェニックス・スキークラブ 

 

今回の展示は、スポーツやレジャーとして栄えてきた日

本の近代スキー用具の歴史を知る上で貴重な機会となる

ことでしょう。 


